
３．札幌保健医療大学学位規程施行細則 

（趣旨） 

第１条 この細則は、札幌保健医療大学学位規程の運用に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（学位論文の受付）  

第２条  札幌保健医療大学学位規程（以下「規程」という。）第６条の規定により提出される学位論文その他の

書類は、学務課が受け付けるものとする。  

（提出すべき論文その他の書類）  

第３条 修士の学位の授与を受けようとする者が提出する学位論文その他の書類は、次のとおりとする。 

（１） 修士論文審査願（別記様式第１号） 

（２） 修士論文  

（３） 修士論文の要旨（別記様式第２号）  

（審査結果の報告） 

第４条 規程第10条の規定により、研究科委員会に報告する論文の審査及び試験結果の要旨は、別記様式第３

号によりそれぞれ作成し、研究科⾧に提出するものとする。  

（不受理又は不合格論文の処理）  

第５条 研究科委員会の議に基づき、学⾧が受理することができないと決定した学位論文（その他の書類を含む。

以下同じ。）又は規程第11条の規定に基づき、不合格と決定した学位論文は、その旨を明記した通知書を添え、

速やかに提出した者に返付するものとする。 

２ 前項の通知書は、親展扱いとする。  

（学位記の再交付） 

第６条 規程第17条の規定により学位記の再交付を受けようとする者は、学位記再交付手数料を学務課に納付

して、その領収書を学位記再交付願に添えて学⾧に願い出なければならない。 

２ 学⾧は、前号の願い出があったときは、その理由を調査して再交付することができる。 

（雑則） 

第７条 この細則に規定されていない事項の取り扱いについては、研究科委員会の議を経て学⾧が行う。 

 

   附 則  

この規程は、2023年４月１日から施行する。  

 

  別記様式第１～２号（第 3 条関係）、第３号（第 4 条関係） 

  （略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．札幌保健医療大学大学院履修規程 

（趣旨）  

第１条 この規程は、札幌保健医療大学院学則（以下「学則」という。）に基づき、授業科目（以下、科目とい

う。）の履修方法及び単位修得の認定等に関して必要な事項を定めるものとする。 

（教育課程） 

第２条 教育課程表は別表１のとおりとする。 

（授業方法） 

第３条 授業は、講義、演習、実験、実習及び実技により行う。 

２ 前項の授業を、オンラインを活用した遠隔授業等、多様なメディアを高度に活用して、当該授業を行う教室

等以外の場所で履修させることができる。 

（履修方法） 

第４条 学生は、専攻を構成する領域の授業科目及び共通科目について、別表１の修了要件に定める単位数を修

得しなければならない。 

２ 学生は履修しようとする科目を、所定の期日までに授業科目履修届（別記様式第１号）により研究科⾧に届

出なければならない。 

（既修得単位の認定） 

第５条 入学前に本学若しくは他の大学の大学院において履修し修得した単位を、本学で修得したものとする認

定を希望する者は、所定の期日までに、既修得単位認定申請書（別記様式第２号）により研究科⾧に申請しな

ければならない。 

２ 研究科⾧は、前項に定める既修得単位認定申請書を受理したときは、研究科委員会の議を経て、10単位を

限度としてこれを認定する。 

（単位修得の認定） 

第６条 単位修得の認定は、試験又は研究報告等により授業科目の担当教員が行う。 

２ 前項のうち特別研究の単位修得の単位認定は、必要な研究指導を受けた上で学位論文を作成し、学位論文の

審査結果に基づき、指導教員が行うものとする。 

（成績及び評価基準） 

第７条 単位は、大学院学則第28条に基づいて認定され、その成績標語は「秀（Ｓ）・優（Ａ）・良（Ｂ）・可（Ｃ）・

不可（Ｄ）」の５種をもって表示するものとする。 

（成績の報告） 

第８条 授業科目の担当教員は、学生の成績を評定し、前期にあっては９月末日までに、後期にあっては２月末

日までに、科目成績評価表（別記様式第３号）により研究科⾧に報告しなければならない。 

（研究計画書の提出） 

第９条 学生は、学位論文の作成に関して研究計画書を作成し、所定の期日までに、研究科⾧に提出しなければ

ならない。 

（学位論文及び最終試験） 

第10条 学位論文の提出及び審査並びに最終試験については、札幌保健医療大学学位規程の定めるところによ

る。 

（補則） 

第11条 この規程に定めるほか、履修に関して必要な事項は、研究科委員会を経て学⾧が別に定める。  

（改廃） 

第12条 この規程の改廃は、研究科委員会を経て学⾧が行う。 



 

附 則 

 この規程は、2023年４月１日から施行する。 

 

 別表１（第２条関係） 

（略） 

 別記様式第１号（第 4 条関係）、第２号（第 5 条関係）、第３号（第８条関係） 

 （略） 

 

 



 

 

 

 

研究計画書・論文作成の手引き 

  



Ⅰ．研究計画書の作成・発表会等について                        

 

１．研究計画書作成の意義 

  ・どのような目的で、いつ、誰に、何を、どうやって研究を行うのかを明確にする。 

 ・修士課程で実行可能な研究であるかどうかを吟味する。 

  ・研究関係者の認識や意識に齟齬が生じないよう、研究に関わる共通認識、意思統一を促す。 

  ・何のために、誰のために研究を行うのか、研究協力者・関係者に対する倫理的配慮を検討する。 

  ・研究指導教員以外の教員等第三者から助言を受ける機会となる。 

 

２．作成上の留意点 

  ・異なる分野の読み手にも伝わるように、平明な言葉を用い、簡潔･明瞭な文章で、学術的に記述する。 

  ・研究の全体像が俯瞰できるように、研究課題に焦点化して詳細に記述する。 

  ・研究の導入段階から最終段階に至るまで、一貫性のある論理で記述する。 

  ・全体を通して同じ意味で概念を用いる。類似の用語は概念規定を行う。 

 

３．研究計画書の提出 

１）提出物 

研究計画書提出用チェックリスト［参考資料１］   ： １部 

研究計画書（左上部をダブルクリップで留める）  ： 正本１部、副本 1 部 

２）提出先 

  学務課（４号館１階） 

３）提出時期・締切り 

  標準履修予定者  ： １年次 11 月・２月、２年次５月 第２水曜日 

⾧期履修者    ： ２年次以降 5 月・11 月・2 月 第 2 水曜日 

   ＊ 提出後、研究科運営会議を経て、研究科委員会で受理を決定する。 

 

４．発表会の開催 

１）開催方法等 

  ・研究科委員会での受理決定後、発表会を開催する。 

  ・発表会の日時、場所等は学務課より通知する。 

  ・発表会は、教職員、大学院学生、学部学生に公開する。 

  ・発表会は原則、対面で実施する。ただし、やむを得ない事情がある場合は、研究科⾧の許諾に基づき、オ 

ンラインもしくはオンライン参加を含む対面（混合型）での開催を可とする。 

２）発表方法等 

  ・発表会は、1 名につき、プレゼンテーション 15 分、質疑応答 10 分の計 25 分とする。 

  ・発表者は、プレゼンテーション用の資料をパワーポイントで準備する。パワーポイントは発表時に投影す

るのみとする。 

  ・発表会の司会進行は、研究科⾧から指名を受けた研究科教員が行う。 

３）会場準備等 

  ・発表会場の準備は学務課と相談し、大学院学生が行う。 

 



５．研究計画書の評価、およびフィードバック、等 

１）評価基準 

  研究計画書は、以下に示す項目・観点に基づいて評価する。 

  (1) 独自性 

   ・文献検討 

    ・学術的意義 

    ・研究水準 

(2) 論理性 

・テーマ、目的、方法の一貫性 

(3) 妥当性 

   ・研究方法の適切性 

   ・研究方法の具体性 

・研究準備の適切性 

(4) 倫理的配慮 

   ・倫理的配慮の適切性 

(5) 実現性 

・年限内での実現可能性 

２）評価方法 

（1）研究指導教員による評価 

発表会終了後、主指導教員と副指導教員は「研究計画書評価用紙」［様式 2－４］を用いて研究計画書 

の評価を行う。 

  (2) 自己評価 

大学院学生は、発表会終了後、「研究計画書評価用紙」［様式 2－４］を用いて、研究計画の立案、計画 

書の作成に関して自己評価を行い、主指導教員に提出する。 

３）フィードバック 

主指導教員は、研究計画書に関する教員評価を大学院学生にフィードバックするとともに、自己評価と照合 

し、研究計画に関する課題を確認する。 

４）研究計画書の修正 

  大学院学生は研究計画書の評価を踏まえ、必要に応じて修正を施し、主指導教員に提出する。 

５）研究計画書の評価結果報告、及び最終提出 

主指導教員は、研究計画書の評価結果を「研究計画書評価結果報告書」［様式 2－５］にまとめ、「研究計画 

書評価用紙」［様式 2－４］とともに研究科⾧に提出する。研究計画書の修正を要した場合は、修正済みの計 

画書を添付する。研究科⾧は、研究計画書評価結果について研究科委員会に報告する。 

 

６．研究計画書の取り下げ 

  研究計画書を取り下げる場合は、研究科⾧あてに「修士論文研究計画書取り下げ願」［任意様式］を研究科

⾧に提出する。提出先は、学務課とする。 

 

７．倫理委員会への申請手続、および研究の開始 

１）倫理委員会への申請の必要性 

倫理委員会の承認を必要とする研究計画は、札幌保健医療大学倫理委員会に審査申請を行い、承認を得た上 



で研究を開始する。 

２）倫理委員会への申請手続 

「札幌保健医療大学における人を対象とする医学系研究に関する倫理規程」の定めに従い、所要の手続を行 

う。また、研究実施の承認後に研究計画の変更が生じた際には遅滞なく変更申請を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ．修士論文の作成・審査等について                                                   
 

１．修士論文の提出 

１）提出物 

  修士論文提出用チェックリスト［参考資料１］ ： １部 

  修士論文審査願［様式３－１］        ： １部 

  修士論文（左上部をダブルクリップで留める） ： 正本１部、副本 3 部 

  修士論文の内容の要旨［様式３－２］      ： 正本 1 部、副本 3 部 

２）提出先 

  学務課（4 号館 1 階） 

３）提出時期・締切り 

  ２年次以降の 12 月 第 2 水曜日 

   ＊ 提出後、研究科運営会議を経て、研究科委員会で受理を決定する。 

 

２．修士論文の審査基準、および最終試験の評価基準 

１）修士論文の審査基準 

(1) 取り上げた研究テーマは、当該専門領域における課題である。 

・研究テーマは専門領域における課題であることが明確に示されているか。 

・研究テーマは専門領域の研究として学術上の意義が認められるか。 

(2) 研究テーマの系統的文献収集と批判的読解を通して、当該課題の背景や問題状況が分析・評価され、 

研究の目的が論理的に示されている。 

・系統的文献収集が行われ、批判的に読解しているか。 

・批判的読解を通して課題の背景や問題状況が分析・評価されているか。 

・研究の目的は論理的に示されているか。 

(3) 研究目的を達成するために、適切な研究方法がとられている。 

・研究目的に適した研究方法がとられているか。 

(4) 研究を遂行するのに必要な倫理的配慮がとられている。 

・研究の倫理性が検討され、研究の全プロセスにおいて倫理的手続が適切に実行されているか。 

・他の研究や文献等からの盗用、剽窃、利益相反はないか。 

(5) 研究成果がエビデンスに基づき論理的に記述され、今後の課題についても的確に示されている。 

・研究目的の達成に十分な結果が得られ、整合性が認められるか。 

・研究目的に沿って、結果に基づいた考察がなされているか。 

・研究の限界や今後の課題に言及しているか。 

・他の研究とは異なる何らかの特徴を有し、新たな知見が得られているか。  

(6) 適切な形式により執筆、作成されている。 

・修士論文、要旨は、執筆要領に従って記述されているか。 

２）最終試験の評価基準 

  最終試験は修士論文審査に併せて実施する。評価基準は以下のとおりである。 

（1）保健医療分野における口頭試問において、論理的に表現できる。 

  （2）保健医療分野における高度な実践および教育・研究活動に関連する知識・技術が修得されている。 

 



３．審査の実施方法 

１）審査委員の選出 

  ・提出された論文ごとに審査委員会を設置する。 

・審査委員会は、主査１名、副査２名で構成する。 

  ・主査は、論文提出者の主指導教員、副指導教員を除く研究科教員とする。 

  ・副査は、原則として主指導教員、副指導教員を除く研究科教員とする。ただし、やむを得ない場合は、主

指導教員、副指導教員のいずれか１名が担うこともある。 

  ・主査・副査は、研究科委員会で決定する。 

２）審査会の開催 

・審査会は原則公開とする。ただし、知的財産権の関係上秘密審査を要する場合は研究科⾧の許可を得て、 

非公開とすることができる。審査会後の審査委員会は非公開とする。 

  ・研究科委員会での審査員の決定後、2 週以内に実施する。主査は副査、指導教員等と審査会の開催日時を 

調整し、決定後、学務課に連絡する。 

・学務課は審査会場を決定し、審査会開催に係る必要事項を学内関係者に周知する。 

３）審査会の形態 

原則対面で実施する。ただし、やむをえない場合は、事前に研究科⾧に相談し、承諾を得て、オンライン、

もしくはオンライン参加を含む対面（混合型）での開催を可とする。 

４）審査の方法 

  審査会は、プレゼンテーション 20 分、質疑応答 15 分、計 35 分とする。 

 

４．修士論文の評価方法、および審査結果の判定 

１）審査委員会による評価、および審査結果の判定 

  ・上記２の審査基準をもとに作成された「論文評価用紙（審査会用）」［様式３－３］を用いて４段階で評価 

する。 

  ・観点ごとの評価が全て３以上であり、かつ修正の必要がない／なくなった場合に合格と判定する。 

  ・２以下の評価がある、あるいは修正の必要性を指摘された場合は継続審査となる。 

  ・継続審査の場合は、１ヵ月以内に論文を修正して審査委員に提出し、再度評価を受ける。 

  ・最終的に２以下の評定がある場合は、再審査を要するものとする。 

２）自己評価、およびフィードバック 

 ・大学院学生は、審査会終了後、「論文評価用紙（審査会用）」［様式３－３］を用いて、自己評価を行い主 

指導教員に提出する。 

 ・主指導教員は、論文審査の結果を自己評価と照らして、フィードバックする。 

 

５．審査結果の報告 

１）結果報告 

  ・論文提出者は、審査の結果に即して必要書類等を提出する。 

  ・審査委員会の主査は、修士論文審査会開催日から 6 週以内に必要書類を添えて、審査結果を研究科⾧に報

告する。 

  ・提出先は、学務課とする。 

 

 



２）最終提出物一覧 

（1）合格の場合 
 要修正の場合 修正不要の場合 

大学院学生 修正済の修士論文 1 CD-R、またはUSB メモリ※２ 1 

 修士論文修正報告書［様式３－５］ 1   

 要旨を修正した場合：修士論文内容の要旨 1   

 CD-R、またはUSB メモリ※１ 1   

審査委員会主査 修士論文審査終了報告書［様式３－６］ 1 修士論文審査終了報告書［様式３－６］ 1 

1 修士論文評価用紙（最終報告用）［様式３－４］ 1 修士論文評価用紙（最終報告用）［様式３－４］ 

論文審査の内容の要旨［様式３－７］ 

CD-R、またはUSB メモリ※２ 

1 

1 

論文審査の内容の要旨［様式３－７］ 

CD-R、またはUSB メモリ※２ 

1 

1 

※１：要旨を保存する。後日返却。 ※２：修士論文審査の内容の要旨を保存する。後日返却。 

（2）不合格の場合 

・審査委員会の主査は、「修士論文審査終了報告書」［様式３－６］および修士論文評価用紙（最終報告 

用）［様式３－４］を提出する。 

 ・提出先は学務課とする。 

 

６．審査結果の公表 

・修士論文審査、最終試験に合格した場合は、課程修了後に修士論文の内容の要旨を本学ホームページにお 

いて公表する。 

・事情により修士論文の内容の要旨を公表できない場合は、研究科⾧に申し出る。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ．研究計画書・修士論文の作成要領                                                   

 

１．基本構成 

  研究計画書、および修士論文は、基本的に以下の内容を含むものとする。ただし、研究方法により論文構成

は異なることから、適切な内容で構成する。 

１）研究計画書 

（1）表紙 

（2）目次（図表および資料にはタイトルを表記すること） 

（3）本文 

     ア．緒言 

       ・はじめに 

       ・研究目的／研究課題／研究仮説 

       ・研究の意義 

       ・キーワード（５個以内） 

       ・用語の定義 

    イ．先行研究／文献概観／文献検討 

    ウ．研究方法 

       ・研究デザイン 

       ・研究対象と選定基準（取り込み基準、除外基準） 

       ・データ収集の方法 

       ・信頼性（信憑性）･妥当性 

       ・データ分析／解析方法 

       ・倫理的配慮 

   エ．研究限界 

（4）引用・参考文献 

（5）図表 

（6）資料 

     ア．研究施設承諾書［様式２－１］＊ 

     イ．研究協力同意書［様式２－２］＊ 

     ウ．倫理関係書類＊ 

     エ．その他 

＊ 必要に応じて添付する。 

２）修士論文 

（1）表紙 

（2）修士論文の内容の要旨［様式３－２］ 

（3）目次（図表および資料にはタイトルを表記すること） 

（4）本文 

     ア．緒言 

       ・はじめに 

       ・研究目的／研究課題／研究仮説 

       ・研究の意義 



       ・キーワード（５個以内） 

       ・用語の定義 

     イ．先行研究／文献概観／文献検討 

     ウ．研究方法 

       ・研究デザイン 

       ・研究対象と選定基準（取り込み基準、除外基準） 

       ・データ収集の方法 

       ・信頼性（信憑性）･妥当性 

       ・データ分析／解析方法 

       ・倫理的配慮 

     エ．結果 

     オ．考察 

     カ．研究限界 

     キ．結論 

（5）謝辞 

（6）引用・参考文献 

（7）図表 

  （8）資料 

     ア．研究施設承諾書［様式２－１］＊ 

     イ．研究協力同意書［様式２－２］＊ 

     ウ．その他 

＊ 必要に応じて添付する。 

  （9）倫理委員会等の承認書の写し 

 

２．記載要領 

１）用紙 

Ａ４判上質紙、縦置き横書き 

２）表紙 
 

                         

                          

                                                

 

 

 

 

25ｍｍ 

① 修士論文研究計画書／修士論文 

札幌保健医療大学大学院 

保健医療学研究科修士課程 

保健医療学専攻健康●●領域 

⑥ 札保 モエレ Sastuho Moere 

② 論文題名（和） 

③ 論文題名（英） 

25ｍｍ 

⑤ 

 

マージン：上 25mm、下 25mm、右 25mm、左 25mm 

① 14 ポイント／明朝体／右寄せ 

 

② 20 ポイント／明朝体／太字／中央 

③ 20 ポイント／Times New Roman／太字／中央 
（英文題目は修士論文のみ。研究計画書には不要） 

④ 14 ポイント／明朝体／太字／中央 

 
⑤ 14 ポイント／明朝体／中央 

 

 

⑥ 14 ポイント／明朝体、Times New Roman／中央 

（英表記は修士論文のみ。研究計画書には不要） 

 

 

④ 202X 年 



３）本文の書き方 

  マージン：上 25mm、下 25mm、右 25mm、左 25mm 

  ポイント等：10.5 ポイント／明朝体／左寄せ、40 文字×30 行 

４）記載上の留意事項 

（1）頁番号、章立て 

・頁番号は、本文下中央に半角、算用数字で記載する。本文の最初の頁を１ページとし、引用文献の 

最後のページを最終ページとする。 

・章立ての番号とタイトルは明朝体／太字とし、左寄せとする。 

・各章の最終文が用紙の途中で修了した場合は、２行空けて次章を始める。 

（2）図表 

      ・図・表ごとに番号を付し、末尾に添付する。 

・図のタイトルは図の下中央に付ける。 

・表のタイトルは表の上中央に付ける。 

      ・図表はＡ４判１ページにつき１つとする。なお１つの図表内に複数のパネルを含めてもよい。 

  （3）文献の記載方法 

      ・札幌保健医療大学紀要に準ずる。［参考資料２］ 

  （4）資料 

・研究施設承諾書、研究協力同意書等に関しては、資料のヘッダー右上に通し番号を付し、本文中で 

 説明する。 



様式１－１ 

 

研究指導教員選任願 

 

  年  月  日 

 

札 幌 保 健 医 療 大 学  

大学院保健医療学研究科長 様 

 

                              

 

領  域              

学  年              

学籍番号                  

   

氏  名              

 

 

研究指導教員を次のとおり希望しますので、許可願います。 

研究指導教員    

 

教育研究分野  学 分 野 

 

 

※入学願書提出時に希望した教育研究領域を担当する主指導教員 

 

 



様式１－２ 

 

教育研究分野変更願 

 

  年  月  日 

札 幌 保 健 医 療 大 学  

大学院保健医療学研究科長 様 

 

                                    領  域              

学  年               

学籍番号              

氏  名                  

 

教育研究分野の変更を次のとおり許可願います。 

 

現  教 育 研 究 分 野  学 分 野 

 

現 主指導教員承認欄  ㊞ 

 

新  教 育 研 究 分 野  学 分 野 

 

新 主指導教員承認欄  ㊞ 

 

研 究 科 長 承 認 欄  ㊞ 

 



様式１－３ 履修規程別記様式第１号 

 

授業科目履修届 

           

年  月  日 

 
札 幌 保 健 医 療 大 学  
大学院保健医療学研究科長 様 

                         
領  域              

 
                      学  年             

 
学籍番号             

 
                      氏  名            

  
次の科目を履修したいので届けます。 

 

授  業  科  目 担当教員 単位数 開講時期 備考 

   前期・後期・通年  

   前期・後期・通年  

   前期・後期・通年  

   前期・後期・通年  

   前期・後期・通年  

   前期・後期・通年  

   前期・後期・通年  

   前期・後期・通年  

 



様式１－４ 履修規程別記様式第２号 

 

既修得単位認定申請書 

 

                              年  月  日 

 
札 幌 保 健 医 療 大 学  
大学院保健医療学研究科長 様 

                          
領  域          

 
                      学  年          

 
学籍番号          

 
                      氏  名          
 

 

 
                  大学大学院で修得した単位のうち、次の科目に

ついて、札幌保健医療大学大学院において修得したものとして認定されるよう、

関係書類を添えて申請いたします。 

    
（関係書類） 

     １ 履修証明書      1 通 
     ２ 単位修得証明書    1 通 

             
記  

（認定希望科目） 
 

 

 

 



 
 

様式２－１  

研究施設承諾書 
 

年  月  日 

 

札 幌 保 健 医 療 大 学   

大学院保健医療学研究科長 様 

 

 

         が本施設において、貴学保健医療学研究科修士課程の研究

に関わるデータ収集および分析等を行うことを承諾します。 

 

 

 

施 設 名             

施設代表者名又は 

受 入 責 任 者 名           ㊞ 

 



 
 

様式２－２ 

研究協力同意書 
   

年 月 日 

 

札幌保健医療大学大学院保健医療学研究科 

実 施 責 任 者 （ 研 究 指 導 教 員 ） 様 

 
＊ 研究データ収集協力者（対象者または児童の保護者）に対する研

究の趣旨および内容を書面で説明した後に、次のような「同意書」を
交換する。 

 

私は次の１－７の事項について了承し、調査・研究について協力いた
します。 
 

   １ 研究の目的及び方法 

   ２ 協力の任意性と撤回の自由 

   ３ 研究計画等の開示 

   ４ 予期される負担、危険性、利益 

   ５ 個人情報の保護 

   ６ 研究成果の公表 

   ７ 研究費、利益相反、及び対象者への経済的負担に関する事項 

 
                            （被験者、保護者又は代理人） 
 
                             氏 名             ㊞ 

                             住 所              

                             電 話              

 

研究分担者：札幌保健医療大学大学院保健医療学研究科修士課程 

      保健医療学専攻  

 

領域              

             

院生名                      

            （連絡先）札幌市東区中沼西４条２丁目１番１５号 

             電話：011-792-3350（内線    ） 

 

実施責任者：札幌保健医療大学保健医療学部     学科 

大学院保健医療学研究科保健医療学専攻 

             

職・氏名                

            （連絡先）札幌市東区中沼西４条２丁目１番１５号 

電話：011-792-3350 (内線       ) 

研究指導教員の所属に

ついては学科・研究科

の所属を併記すること 

被験者の選択基準及び除外基準として、選択基準

がある場合、基準を満たし、除外基準を満たして

いないことを確認のうえ行うこと。 

連絡先は緊急時等に連

絡が取れるよう昼間と

夜間等併記すること。 



 
 

様式２－３ 

 修士論文研究計画書評価願  

年  月  日 

札 幌 保 健 医 療 大 学  

大学院保健医療学研究科長 様 

 

領  域                     

学籍番号                   

氏  名                     

 

修士論文研究計画書を、次のとおり提出します。 

題 

 

名 

 

 

主指導教員            ㊞  

副指導教員            ㊞ 

提出書類一覧 

修士論文研究計画書評価願(本紙) 1 部 

修士論文研究計画書 

① 表紙 

② 目次 

③ 本文 

④ 引用文献 

⑤ 図表 

⑥ 資料（研究施設承諾書、研究協力同意書、および研究倫理委員会等にお

ける審査結果通知書又の写しは承認申請書の写し等） 

正本 1部 

副本 1部 

 

 



様式２－４

　　　　　　　年　　　　月　　　　日

主指導

副指導

評価基準

A B C

A B C

A B C

2 A B C

A B C

A B C

A B C

4 A B C

5 A ― C修業年限内で十分に実現可能な研究内容である ―

研究目的を達成するのに適した研究方法である
のか疑問がある、あるいは他にふさわしい研究
方法がある

研究をどのように進めていくのかは不明確で、
プロセスも曖昧である

研究準備は十分とはいえない

研究にかかわる倫理的配慮の検討が十分とはい
えない

修業年限内での実現が難しい研究内容である

研究テーマに関連した文献の検討が不十分であ
る

研究計画書評価用紙

　論文題目:

　所属領域:

　学籍番号: 学生氏名:

評　　　　定
A B C

評価項目

研究テーマ、目的、方法が一貫しているとはい
いがたい

研究目的を達成するのに適した研究方法を採用
している

研究テーマの当該領域の研究としての学術上の
意義には疑問がある

研究テーマは、課程修了時に求められる水準に
到達しうるものである

課程修了時に求められる水準に到達しうる研究
テーマであるか否かは疑問である

当該研究領域が準拠する倫理指針等に基づく倫
理的配慮が十分に検討され、明確に記述されて
いる

研究準備は検討されており、実施に際して使用
する書類も概ね適切である

当該研究領域が準拠する倫理指針等に基づく倫
理的配慮が検討され、記述されている

研究テーマ、目的、方法は一貫しており、説明
も明確である

研究目的を達成するのに最もふさわしい研究方
法を採用している

研究テーマ、目的、方法の一貫性が認められる

倫理的配慮

実現性

文献検討

学術的意義

研究水準

テーマ、目的、方法の一貫性論理性

年限内での実現可能性

研究方法の具体性（対象者の選
定、データ収集方法、分析方法、
等）

研究準備の適切性（説明書、同意
書、同意撤回書、インタビューガ
イド、等）

倫理的配慮の適切性

発表会実施日:

研究指導教員:

3 妥当性

研究方法の適切性

1 独自性

評価の観点

研究テーマに関連した文献を十分に検討してい
る

研究テーマに関連した文献を検討している

研究をどのように進めていくのかが具体的に示
され、プロセスも明確である

十分な検討に基づいて準備されており、実施に
際して使用する書類も適切に作成されている

研究をどのように進めていくのかはほぼ明確
で、プロセスも示されている

研究テーマは、当該領域の研究として十分な学
術上の意義がある

研究テーマは、当該領域の研究として学術的意
義が認められる

研究テーマは、課程修了時に求められる水準を
高いレベルで到達しうるものである



 
 

様式２－５  

修士論文研究計画書評価結果報告書 

 

年  月  日 

札 幌 保 健 医 療 大 学  

大学院保健医療学研究科長 様 

 

                 主指導教員            ㊞  

 

下記の修士論文研究計画書評価結果について報告します。 

 

記 

 

領 域                        

 

氏 名                        

 

題 

 

名 

 

 

修士論文研究計画書の評価   

コメント 

 （書き始めは一字下げる） 

  

 



 
 

様式３－１ 学位規程施行細則別記様式第１号 

修士論文審査願 

年  月  日 

札 幌 保 健 医 療 大 学 

大学院保健医療学研究科長 様 

 

領  域                 

 

氏  名             ㊞    

 

札幌保健医療大学学位規程第３条の規定により、修士論文に所定の書類を添

えて提出しますので、修士論文の審査をお願いします。 

 

論 

文 

題 

名 

 

 

主指導教員             ㊞  

 

副指導教員             ㊞  

 

提出書類一覧 

修士論文審査願(本紙) 1 部 

修士論文 

 ① 要旨 

② 表紙 

③ 目次 

④ 本文 

⑤ 引用文献 

⑥ 図表 

⑦ 資料（研究施設承諾書、研究協力同意書、倫理委員会等における審査結

果通知書の写し又は承認申請書の写し等） 

正本 1部 

副本 3部 

 

 



 
 

様式３－２ 学位規程施行細則別記様式第２号 

修士論文の内容の要旨 

保健医療学研究科 修士課程 

領 域  

学 籍 番 号  

氏 名  

N a m e  

論文題名 

  

Title of the paper 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーワード（５個以内）： 

 

 

 

 

 

 

１ 論文内容の要旨は、研究目的・研究方法・研究結果・考察・結論等とし、

簡潔に日本語で 1,500 字程度に要約する。 

２ ２枚目からも外枠だけは必ず付ける。 

10.5 ポイント／明朝体で記載すること 



様式３－３

学籍番号（           ）学生氏名（           ）主指導教員名（           ）

論文評価ルーブリック

1）研究テーマは専門領域の課題である
ことが明確である 4

研究テーマは保健医療福祉の課題の解決
や理解の深化に直接関連するものである 3

研究テーマは保健医療福祉の課題の解決
や理解の深化に関連するものである 2

研究テーマは保健医療福祉の課題の解決
や理解の深化にほとんど関連しないもの
である

1
研究テーマは保健医療福祉の課題の解決
や理解の深化に無関係なものである

2）研究テーマは専門領域の研究として
学術上の意義がある

4 専門領域の発展に寄与する重要なテーマ
である

3 専門領域の発展につながる可能性がある
テーマである

2 専門領域の発展につながる可能性の有無
ははっきりしないテーマである

1 専門領域の発展につながることは見込め
ないテーマである

3）系統的文献収集が十分に行われ、批
判的に読解している 4

系統的文献収集が行われ、批判的に読解
している 3

a:系統的文献収集は不十分だが、それ
らに対しては批判的に読解している
b:系統的文献収集は行われているが、
批判的な読解が不十分である

2

系統的文献収集、批判的な読解が不十分
である 1

系統的文献収集、批判的な読解は行われ
ていない

4）批判的読解を通して課題の背景や問
題状況が分析・評価されている

4
課題の背景や問題状況の分析・評価が明
確に示されている

3
課題の背景や問題状況の分析・評価が示
されている

2
課題の背景や問題状況の分析・評価は不
十分である

1
課題の背景や問題状況の分析・評価は示
されていない

5）研究の目的は論理的に示されている 4 研究の目的は論理的で明確である 3 研究の目的は論理的でほぼ明確である 2 研究の目的は述べられているが、やや論
理性・明確性に欠けている

1 研究の目的は述べられているが、論理
性・明確性に欠けている

3

研究目的を達成するために、適切な研究
方法がとられている

6）研究目的に適した研究方法がとられ
ている

4

研究目的を達成するのに最もふさわしい
研究方法を選択している

3

研究目的を達成するのに適した研究方法
を選択している

2

a.研究目的を達成するのに適した研究方
法であるのか疑問である
b.研究目的の達成には他に適した方法が
ある

1

研究目的と研究方法が合致していない

7）研究の倫理性が検討され、研究の全
プロセスにおいて倫理的手続が適切に実
行されている

4
研究に関わる倫理上の問題を十分に検討
し、必要な対応を行った上で研究活動を
実施している

3
研究に関わる倫理上の問題を検討し、必
要な対応を行った上で研究活動を行って
いる

2
研究に関わる倫理上の問題を検討し、対
応を考えているが不十分である 1

研究に関わる倫理上の問題を検討してい
いない

8）他の研究や文献等からの盗用、剽
窃、利益相反はない

4 1

9）研究目的の達成に十分な結果が得ら
れており、整合性がある 4

研究目的を達成するのに十分にふさわし
い結果が得られており、目的と結果に整
合性がある

3
研究目的を達成するのにほぼ十分な結果
が得られており、目的と結果に整合性が
ある

2
研究目的を達成するのに十分な結果が得
られているとはいえない 1

得られた結果では研究目的を達成できな
い

10）研究目的に沿って、結果に基づいた
考察がなされている 4

得られた結果の解釈を適切に行い、結果
と参考資料に基づく客観的な考察を行っ
ている

3
得られた結果の解釈はほぼ適切であり、
結果と参考資料に基づく考察を行ってい
る

2
得られた結果の解釈は浅いが、結果と参
考資料に基づく考察を行っており逸脱は
ない

1
得られた結果の解釈は浅い、または歪み
がみられており、考察に影響を及ぼして
いる

11）研究の限界や今後の課題に言及して
いる 4

結果・考察に基づく研究の限界が客観的
に示されており、今後の課題も明確であ
る

3
結果・考察に基づく研究の限界、今後の
課題が示されている 2

結果・考察に基づく研究の限界、今後の
課題は示されているが、内容には疑問が
残る

1
結果・考察に基づく研究の限界、今後の
課題が示されているとはいえない

12）他の研究とは異なる何らかの特徴を
有し、新たな知見が得られている 4

当該分野の課題や問題の解決につながる
有意義な知見、新しい事象の発見や既存
の現象の新しい意味付けを提供している

3

当該分野において有意義な新たな知見が
得られている 2

得られた知見が当該分野において有意義
なものかどうかは疑問が残る 1

当該分野において有意義な知見が得られ
たとはいえない

6
適切な形式により執筆、作成されている 13）修士論文及び要旨は、執筆要領に

従って記述されている
4

論文、要旨とも執筆要領に従って記述さ
れている

3
論文、要旨ともほぼ執筆要領に従って記
述されている

2
論文、要旨のどちらも、またはいずれか
が執筆要領に従っていない部分がある

1
論文、要旨のどちらも、またはいずれか
が執筆要領に従って記述されていない

他の研究や文献等からの盗用、剽窃、利益相反はない 他の研究や文献等からの盗用、剽窃、利益相反が疑われる、もしくはある

5

4

研究を遂行するために必要な倫理的配慮
がとられている

研究成果がエビデンスに基づき論理的に
記述され、今後の課題についても的確に
示されている

1

取り上げた研究テーマは、当該専門領域
における課題である

2

研究テーマの系統的文献収集と批判的読
解を通して、当該課題の背景や問題状況
が分析・評価され、研究の目的が論理的
に示されている

論文評価用紙（審査会用）

評価項目（評価基準） 評価の観点
コメント

（評価の理由）4 3 2 1

評  定

審査年月日  （20       年      月       日）

審査委員氏名 (                     ）

論文審査時は審査員と学生が同じルーブリックを用いて評価します。審査員・学生とも当該論文に関して該当する評定を４～１から選んで囲んでください。評定にa、bが示されている場合はいずれかを選びます。また、そのよう
に判断した理由についてコメント欄に記載してください。

 



様式３－４

審査終了日 (20    年     月       日)

主査氏名  (                                     )

副査氏名  (                                     )

副査氏名  (                                     )

論文評価ルーブリック

1）研究テーマは専門領域の課題である
ことが明確である 4

研究テーマは保健医療福祉の課題の解決
や理解の深化に直接関連するものである 3

研究テーマは保健医療福祉の課題の解決
や理解の深化に関連するものである 2

研究テーマは保健医療福祉の課題の解決
や理解の深化にほとんど関連しないもの
である

1
研究テーマは保健医療福祉の課題の解決
や理解の深化に無関係なものである

2）研究テーマは専門領域の研究として
学術上の意義がある

4
専門領域の発展に寄与する重要なテーマ
である

3
専門領域の発展につながる可能性がある
テーマである

2
専門領域の発展につながる可能性の有無
ははっきりしないテーマである

1
専門領域の発展につながることは見込め
ないテーマである

3）系統的文献収集が十分に行われ、批
判的に読解している 4

系統的文献収集が行われ、批判的に読解
している 3

a:系統的文献収集は不十分だが、それ
らに対しては批判的に読解している
b:系統的文献収集は行われているが、
批判的な読解が不十分である

2

系統的文献収集、批判的な読解が不十分
である 1

系統的文献収集、批判的な読解は行われ
ていない

4）批判的読解を通して課題の背景や問
題状況が分析・評価されている

4
課題の背景や問題状況の分析・評価が明
確に示されている

3
課題の背景や問題状況の分析・評価が示
されている

2
課題の背景や問題状況の分析・評価は不
十分である

1
課題の背景や問題状況の分析・評価は示
されていない

5）研究の目的は論理的に示されている
4

研究の目的は論理的で明確である
3

研究の目的は論理的でほぼ明確である
2

研究の目的は述べられているが、やや論
理性・明確性に欠けている

1
研究の目的は述べられているが、論理
性・明確性に欠けている

3

研究目的を達成するために、適切な研究
方法がとられている

6）研究目的に適した研究方法がとられ
ている

4

研究目的を達成するのに最もふさわしい
研究方法を選択している

3

研究目的を達成するのに適した研究方法
を選択している

2

a.研究目的を達成するのに適した研究方
法であるのか疑問である
b.研究目的の達成には他に適した方法が
ある

1

研究目的と研究方法が合致していない

7）研究の倫理性が検討され、研究の全
プロセスにおいて倫理的手続が適切に実
行されている

4
研究に関わる倫理上の問題を十分に検討
し、必要な対応を行った上で研究活動を
実施している

3
研究に関わる倫理上の問題を検討し、必
要な対応を行った上で研究活動を行って
いる

2
研究に関わる倫理上の問題を検討し、対
応を考えているが不十分である 1

研究に関わる倫理上の問題を検討してい
いない

8)  他の研究や文献等からの盗用、剽
窃、利益相反はない

4 1

9）研究目的の達成に十分な結果が得ら
れており、整合性がある 4

研究目的を達成するのに十分にふさわし
い結果が得られており、目的と結果に整
合性がある

3
研究目的を達成するのにほぼ十分な結果
が得られており、目的と結果に整合性が
ある

2
研究目的を達成するのに十分な結果が得
られているとはいえない 1

得られた結果では研究目的を達成できな
い

10）研究目的に沿って、結果に基づいた
考察がなされている 4

得られた結果の解釈を適切に行い、結果
と参考資料に基づく客観的な考察を行っ
ている

3
得られた結果の解釈はほぼ適切であり、
結果と参考資料に基づく考察を行ってい
る

2
得られた結果の解釈は浅いが、結果と参
考資料に基づく考察を行っており逸脱は
ない

1
得られた結果の解釈は浅い、または歪み
がみられており、考察に影響を及ぼして
いる

11）研究の限界や今後の課題に言及して
いる 4

結果・考察に基づく研究の限界が客観的
に示されており、今後の課題も明確であ
る

3
結果・考察に基づく研究の限界、今後の
課題が示されている 2

結果・考察に基づく研究の限界、今後の
課題は示されているが、内容には疑問が
残る

1
結果・考察に基づく研究の限界、今後の
課題が示されているとはいえない

12）他の研究とは異なる何らかの特徴を
有し、新たな知見が得られている 4

当該分野の課題や問題の解決につながる
有意義な知見、新しい事象の発見や既存
の現象の新しい意味付けを提供している

3
当該分野において有意義な新たな知見が
得られている 2

得られた知見が当該分野において有意義
なものかどうかは疑問が残る 1

当該分野において有意義な知見が得られ
たとはいえない

6
適切な形式により執筆、作成されている 13）修士論文及び要旨は、執筆要領に

従って記述されている
4

論文、要旨とも執筆要領に従って記述さ
れている

3
論文、要旨ともほぼ執筆要領に従って記
述されている

2
論文、要旨のどちらも、またはいずれか
が執筆要領に従っていない部分がある

1
論文、要旨のどちらも、またはいずれか
が執筆要領に従って記述されていない 評定平均:       点

論文評価用紙（最終報告用）

3 2 1

この最終報告には下欄に評定平均を示します。

論文審査は以下のルーブリックを用いて行います。４を最も高い水準、以下、３、２、１と段階が設定されています（一部4と1の2段階）。学位論文の合格には最終的に全ての項目が３以上であることを要し、２以下の場合は加除修正
が必要となります。
論文審査時は審査員と学生が同じルーブリックを用いて評価します。審査員・学生とも当該論文に関して該当する評定を４～１から選んで囲んでください。評定にa、bが示されている場合はいずれかを選びます。また、そのように判
断した理由についてコメント欄に記載してください。

学籍番号（         ） 学生氏名（         ） 主指導教員（         ）

5

研究成果がエビデンスに基づき論理的に
記述され、今後の課題についても的確に
示されている

1

取り上げた研究テーマは、当該専門領域
における課題である

2

研究テーマの系統的文献収集と批判的読
解を通して、当該課題の背景や問題状況
が分析・評価され、研究の目的が論理的
に示されている

4

研究を遂行するために必要な倫理的配慮
がとられている

他の研究や文献等からの盗用、剽窃、利益相反はない 他の研究や文献等からの盗用、剽窃、利益相反が疑われる、もしくはある

評価項目（評価基準） 評価の観点
評  定

4



 
 

様式３－５ 

修士論文修正報告書 

年  月  日 

 

札 幌 保 健 医 療 大 学  

大学院保健医療学研究科長 様 

 

領 域                   

 

氏 名                  

 

 審査委員会においてご指摘いただきました点について加筆・修正しましたの

で報告いたします（研究者が必要と判断した修正項目も含みます）。 

 

論 

文 

題 

名 

 

 

修正のポイント 

 



 
 

様式３-６  

 

修士論文審査終了報告書 
 
 

年  月  日 

札 幌 保 健 医 療 大 学  

大学院保健医療学研究科長 様 

 

 

   年  月  日開催の大学院保健医療学研究科委員会において 

委嘱されました、        提出に係る修士論文の審査は、 

年  月  日に終了しましたので、報告いたします。  

 

 

                審 査 委 員 会 

主 査              ㊞ 

 

副主査              ㊞ 

 

副主査              ㊞ 

 

 



 
 

様式３－７ 学位規程施行細則別記様式第３号 

修士論文審査の内容の要旨 

領    域 

氏    名 

   

   

論 文 題 名  

審 査 委 員 会 

主 査  

副 査  

副 査  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

様式３－８ 

修士論文判定結果 

 年  月  日 

       様 

札 幌 保 健 医 療 大 学  

大学院保健医療学研究科長 

 

下記の修士論文の判定結果について報告します。 

 

記 

 

領 域                        

 

氏 名                        

 

論 

文 

題 

名 

 

 

 

判定（研究科委員会 承認）  合 格 ・ 不合格 



提出年月日

学籍番号

学生氏名

全 体
□ Ａ４判上質紙を用いていますか。

□ 両面印刷をしていますか。

□ 全体に禁則処理をかけていますか。

□ 誤字・脱字はありませんか。

□ 左上部をダブルクリップで留め、必要部数を揃えましたか。

表 紙
□ ｢修士論文研究計画書｣｢修士論文｣は右寄せ、14ポイント、明朝体にしていますか。

□ 和文タイトルはセンタリング、20ポイント／明朝体／太字にしていますか

□ (修士論文)英文タイトルはセンタリング、20ポイント／Times New Roman／太字にしていますか。

□ 提出年度、所属はセンタリング、14ポイント／明朝体にしていますか。

本 文
□ 40文字×30行、10.5ポイントにしていますか。

□ 頁の本文中央に半角算用数字を用い、通し番号でページ数を記載していますか。

□ 目次を付けていますか。目次に示したページ数に間違いはありませんか。

□ 章立て等の番号とタイトルは明朝体／太字とし、本文は明朝体としていますか。

□ 章立て等は、左寄せとしていますか。

□ 各章の最終文が用紙の途中で終了した場合、２行空けて次章を始めていますか。

□ 参考文献・引用文献の記載は、文献記載方法に準じていますか。

□ 図表は末尾に添付し、Ａ４判１頁に１種類となっていますか。

□ 図表には図表番号が付いていますか。

□ 図表のタイトルは、図の場合は図の下中央、表の場合は表の上中央に付けていますか。

□ 研究責任者・分担者、研究組織体制を示す倫理関係資料は添付していますか。

(修士論文)英文要旨
□ 行はダブルスペース、フォントはTimes New Roman、12ポイントになっていますか。

□ ネイティブチェックを受けたことの証明書を添付していますか。

（参考資料 １）

研究計画書・修士論文の作成要領に沿っているかを確認して左欄の□にチェックマークを入れて、研究計画

書／修士論文に添付して提出してください。

年   月   日

研究計画書・修士論文提出用チェックリスト



（参考資料 2） 

保健医療学研究科提出論文・研究計画書 文献記載方法 

 

文献の記載方法は、札幌保健医療大学紀要の執筆要領（2021年10月1日改正）に準じ、本文中に右上

片括弧で附した引用番号順に記載する。ただし、やむを得ない場合は、各専門領域の慣習に従うことを

認める。なお、引用番号を付与しない参考文献に関しては、別途、参考文献一覧を作成すること。 

 

札幌保健医療大学紀要引用文献記載方法 

 １）文献は本文中の右上付で番号を記載する。例）○○ら1）、・・である2,3）、・・である4-6）。 

 ２）文献リストは、本文中に附した番号順に記載する。同一の文献には同一の番号を附す。 

 ３）著者名は３名までとし、４名以上の場合は３名までを記載し、それ以上の著者名は 

  「～, 他.」「～, et al.」とする。同一著者の文献については、古い年代順に記載する。 

 ４）句読点( . , )、コロン、ハイフン、カッコ、数字等はすべて半角とし、そのあとには半角スペース

を入れる。 

（１）雑誌 

  引用番号) 著者名. 論文名. 雑誌名(英略誌名はPubMedに準用). 出版年, 巻(号), 頁-頁. 

例）1) 大川静雄, 松岡紀夫. 遺伝情報解析システムの構築とタンパク質リビート配列の研究. 東京

大学医学研究部紀要. 1997, 1, 1-7. 

2) Merrigan K, Steinmiller EA, Figuerosa-Altmann A, et al. KIDS CARE: A behavioral model to 

strengthen patient and family partnerships. Pediatr Nurs. 2016, 42(2), 89-92. 

（２）単行本１冊 

  引用番号) 著者名. 書名. 版表示, 出版者, 出版年, 総頁数p. 

  例）3) 秋山洋. 手術基本手技. 医学書院, 1975, 570p. 

（３）単行本の１章または一部 

  引用番号) 著者名.“章の見出し”. 書名. 編者名. 版表示, 出版者, 出版年, pp. 頁-頁. 

例）4) 鵜飼保雄.“遺伝率の相対性”. 量的形質の遺伝解析. 倉田敬子編. 医学出版, 2002, 

pp. 109-110. 

（４）翻訳書 

  引用番号) 原著者名. 訳書名. 訳者. 訳書出版者, 訳書出版年, 総頁数p. 原著名. 

例）5) Campbell-Kelly M, Aspray W. コンピューター200年史情報マシーン開発物語. 山本菊男訳. 

海文堂, 2000, 341p. Computer: A history of the information machine. 

（５）Web 情報 

引用番号) 著者名. “Web ページの題名”. Web サイトの名称. 入手先, (入手の日付). 

例）6) International Organization for Standardization. “How ISO develops standards”. 

International Organization for Standardization. 

http://www.iso.org/iso/about/how_iso_developsstandards.htm, (2013. 4. 3). 
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Ⅰ．学籍等                                   
 

１．学生証等 
１）学生証 

学生証は、研究科、学籍番号、氏名、生年月日などが記載されており、本学の学生であることを証明する重 

要な身分証である。在学期間中は、汚したり紛失したりすることがないように大切に取り扱い、常に携帯する 

よう心がけること。学生証の有効期間は修了年度末までである。なお、修了、退学、除籍などにより学生の身 

分を失ったときは、直ちに学務課に学生証を返還すること。 
    

 

 

 

 

   

※学生証裏面の住所欄には必ず現住所を記載すること。住所変更があった場合は、学務課へ申し出て、新住

所記載用のシールを受け取ること。    

※以下のような場合に、学生証の提示が必要となる。 

（１）各種証明書の申請を行う場合 

（２）図書館を利用する場合 

（３）定期乗車券、学生割引乗車（船）券を購入する場合 

（４）本学教職員から提示の要求があった場合 

（５）その他 

 

２）学生証の再交付 

 学生証を紛失、破損又は記載事項に変更が生じた場合は、速やかに再交付手続きを行うこと。再発行手続き 

はオンライン申請（証明書発行サービス：詳細は HP を確認すること）となる。また、紛失・盗難の場合は悪 

用による被害を避けるため、最寄りの警察署に必ず届け出るようにすること。 

 

３）学籍番号 

学籍番号は、入学時より修了後も変わらない個人固有の番号である。学内での事務手続きは、すべてこの 

番号によって行われるので、記入の際は誤りのないように留意すること。 

学籍番号は、入学年度（西暦下２桁）、研究科記号（１桁）、個人番号（３桁）からなる。なお、大学から付 

与されたメールアドレスには学籍番号に「st」が付されているが、「st」は学籍番号に含めないので注意するこ 

と。 

 例）2023 年度 大学院保健医療学研究科入学者の場合 学籍番号 2321001                       

２  ３ 
↓ 

２ 
↓ 

１ 
↓ 

０  ０  １ 
↓ 

入学年度 大学院 学科・研究科 番号 

西暦年号下 2 桁 2 大学院 １保健医療学研究科 001～ 個人番号 

 

 

必ず記載すること。 

住 所 



２．身上異動の届け出 

入学時に「入学誓約書」及び「学生調査書」により、本学へ届け出を行っている次の内容に変更が生じた 

場合は、速やかに所定の手続きを行うこと。手続き（変更）を怠ると、重要書類の不通、諸手続の遺漏等、 

学籍管理上の支障を招く原因となるため十分に注意すること。 

 

１）届出が必要な変更事項 

在学中に、学生本人、保証人の氏名、現住所、電話番号（携帯電話を含む。）などに変更が生じた場合。 

 

２）提出先（メールにて提出可） 

速やかに「住所変更届（所定用紙）」に必要事項を記入のうえ、学務課に提出すること。

 

３．授業料の納付 

１）授業料の納期 

授業料は、年額の２分の１相当額を前期（４月中）及び後期（10 月中）に、それぞれ指定金融機関の預金 

 口座からの引落しにより納付となる。 

区  分 納  期 

前期（４月から９月まで） ４月中 

後期（10 月から翌年３月まで） 10 月中 

     注）引落日が金融機関の休業日となる場合は、翌営業日となる。 

２）授業料の未納 

授業料未納の間は、各種証明書の発行が認められないほか、履修登録が無効となる。やむを得ない事由で 

期日までに授業料を納付できない場合は、納付期限の２週間前までに「授業料延納願」を提出し、授業料延 

納の許可を得ること。手続きについては、総務課へ相談すること。 

 

３）⾧期履修学生の授業料 

（１）3 年間履修   

費 用 

1 年目 2 年目 3 年目 

入学 

手続き時 
後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

入学金 200,000 円 - - -   

授業料 270,000 円 270,000 円 265,000 円 265,000 円 265,000 円 265,000 円 

合 計 740,000 円 530,000 円 530,000 円 

 

（２）4 年間履修 

費 用 

1 年目 2 年目 3 年目 4 年目 

入学 

手続き時 
後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 

入学金 200,000 円 - - - - - - - 

授業料 200,000 円 200,000 円 200,000 円 200,000 円 200,000 円 200,000 円 200,000 円 200,000 円 

合 計 600,000 円 400,000 円 400,000 円 400,000 円 

 



４．学籍の異動 

１）休学 

（１）病気その他やむを得ない事由により、２ヶ月以上修学できないときは、その事実を証明する書類を添え 

て、保証人連署のうえ所定の「休学願」を学務課に提出すること。研究科⾧の許可を得ることにより休 

学することができる。 

（２）休学期間は、当該年度内とする。なお、特別な理由がある場合は 1 年を限度として休学期間の延⾧を 

    申し出ることができる。 

（３）休学期間は、通算して 2 年を超えることができない。 

（４）前期又は後期の途中で休学する場合は、休学期間の授業料は徴収しない。なお、既に納付された授業 

料は復学する年度の前期又は後期の授業料に充当する。 

（５）奨学生として採用されている者が休学をする場合は、所定の手続き後に超過貸与分の即時返金が必要と  

   なる場合がある。 

（６）休学期間は、在学期間に算入されない。 

 

２）復学 

（１）休学期間の満了時又は休学している者が復学しようとするときは、保証人連署のうえ、所定の「復学  

願」を学務課に提出しなければならない。願い出に基づき、研究科⾧の許可を得ることにより復学す

ることができる。 

（２）前期又は後期の中途において復学した者は、復学した月から当該期末までの授業料を復学した月に納  

付しなければならない。 

（３）病気による休学者が復学しようとするときは、医師による「診断書」を添えなければならない。 

 

３）退学 

（１）病気その他やむを得ない事由により退学をしようとする場合は、保証人連署のうえ所定の「退学願」に学

生証を添えて学務課に提出し、学⾧の許可を得なければならない。 

（２）退学をする場合は、在籍する年次・学期末までの授業料を納付していなければならない。 

（３）奨学生として採用されている者が退学をする場合は、所定の手続き後に超過貸与分の即時返金が必要  

となる場合がある。 

 

４）除籍 

  次のいずれかに該当する者は、学則に基づき除籍となることがある。 

 （１）授業料の納付を怠り、督促をしてもなお納付しない者 

 （２）大学院学則第 8 条に定める在学年限を超えた者 

 （３）大学院学則第 21 条第 4 項に定める休学期間を超えてなお修学できない者 

 （４）死亡又は⾧期間にわたり行方不明の者 

 



Ⅱ．事務窓口の取扱い                                

１．取扱時間 

場 所 取扱時間 備  考 

事務局(４号館１階) 月～金曜日 ９：15 ～ 17：30 祝日及び学休日を除く。 

メールもしくは電話により、問合せること。  

学務課教務  kyomu@sapporo-hokeniryou-u.ac.jp  ／  電話 

011-792-3350 
 

２．事務担当及び業務内容

担当窓口 業務内容 

学務課 

教  務 

学籍・身上変更願・届 休学、退学、復学、修了、住所変更届など 

教育課程 履修登録、時間割など教育課程に関すること 

学位論文 研究計画書、学位論文に関すること 

学生支援 

奨学金 日本学生支援機構、その他の奨学金など 

施設・設備 教室、演習室、自習室に関すること 

渉外・損害事故 学生教育研究災害傷害保険、WILL、海外渡航届など 

その他 学生証、学割、健康相談、紛失物・拾得物など 

進路 

支援課 

キャリア支援 就職 キャリア支援室の運営、個別相談、履歴書の添削など 

入試広報 入学試験に関すること、広報媒体（パンフレット・ホームページ等）の制作 

総務課 

庶  務 車両通学、Wi-Fi 設定、他 

会  計 授業料の納入（延納手続きを含む）、他 

管  財 施設・設備品の管理、情報機器の保守管理（利用指導）・学内清掃、防火防災、他 

 

３．諸届(願書) 

大学に届け出ている事項の変更又は下記に該当する事由が生じた場合は、メール等により様式を取り

寄せ、 

必要事項を記入し、事務局担当課に提出すること。（提出方法は、都度確認すること。） 

 種  別 内  容 提出先 提出期日 

学
籍 

休学願 休学を願い出るとき 
学務課 指定日時 復学願 復学を願い出るとき 

退学願 退学を願い出るとき 
身上 
変更 

住所等変更届 入学時に届け出た学生本人や保証人等の氏名、
現住所、電話（携帯）番号に変更が生じたとき 

学務課 ７日以内 

学
生
生
活
等 

海外渡航届 個人で海外渡航をするとき 

学務課 

随時 
学生旅客運賃学割証交付
願(学割) 

学割証の発行を願い出るとき 
（片道 101ｋｍ以上で普通運賃２割引） 

使用日の 
３日以上前 

① 団体旅行申込書交付願 
② 団体旅行申込書※ 

団体旅行申込書の発行を願い出るとき 
※団体旅行申込書は、JR 北海道みどりの窓口に設置 

使用日の 
1 ヶ月前 

施設・設備品使用願 学内施設、物品、実習器具の使用を願出るとき ７日前 
車両通学許可申請 自動車・バイクによる通学を希望する場合 総務課 随時 



授
業
料 

授業料延納願 やむを得ない事由で期日までに授業料を納付
できない場合 

総務課 納付期限の  
2 週間前まで 

４．各種証明書等 

証明書の発行および各種申込みは、オンライン申請（証明書発行サービス）によりコンビニエンススト 

アで所定の手数料を支払う必要がある。希望する場合は、本学ホームページから「証明書発行サービス」 

にログインし（スマートフォン利用可）、手続きすること。 

１）証明書の発行 

証明書 手数料 
コンビニ 
受取 

窓口受取 郵送 

在学証明書＊ 500円 〇 〇 〇 

修了証明書 500円 〇 〇 〇 

修了見込証明書 500円 〇 〇 〇 

成績証明書＊ 500円 〇 〇 〇 

在籍期間証明書＊ 500円 × 〇 〇 

退学証明書＊ 500円 × 〇 〇 

推薦書 500円 × 〇 〇 

調査書 500円 × 〇 〇 

健康診断証明書 500円 × 〇 〇 

上記に掲載のない証明書 要相談 × 〇 〇 

  ＊ 英文証明書の発行が可能である。（1 通 500 円、7 日後の発行。コンビニで手数料を支払った上で 

    学務課へその旨申請すること。） 

※ コンビニ発行は即日交付、窓口受取または郵送の場合は 2 営業日以降の交付・発送となる。 

※ 証明書の「厳封」を希望する場合は、「窓口受取」・「郵送」を選択してください。 

※  コンビニ発行の場合は、別途マルチプリンタ印刷料金（60 円／1 枚）が必要。 

※ 郵送発行の場合は、別途レターパックライト料金(370 円)が必要。 

※ 上記に掲載のない証明書については、別途相談の上、発行の可否を検討する。 

 

２）各種申込 

※ 交付日は別途担当者より連絡する。 

 
 

 

 

 

申込 
交付日 
(目安) 

手数料 備考 

学生証(再交付) 7日後 1,200円 紛失、汚損に伴う再交付 

自動車通学登録証 別途連絡 1,200円 － 

自動車駐車票 別途連絡   500円 － 

実習ネーム(再交付) 7日後   600円 － 



Ⅲ．学生生活                                 
 

１．学内施設・備品 

１）設備・備品 

内容・用途 施設名称(場所) 場所 

図書・参考資料・視聴覚教材などの貸出・返却 図書館  １号館１階 

自習など 大学院学生研究室 1 号館１階 

授業・自習など 演習室 情報処理室 
※原則、授業時以外は開放 

２号館１階 

４号館１階 

コピーサービス 図書館 １号館１階 

学生用コピー機有料 (プリペイドカード要) 
白黒10 円、カラー50 円 

ラウンジ ４号館３階 

自習スペース １号館２階 

コピー機有料用カードの購入 プリペイドカード販売機 ４号館１階 

学生用シュレッダー 
自習スペース １号館２階 

ラウンジ ４号館３階 
弁当、惣菜、菓子、飲み物、文房具、本、雑誌などの 
購入・喫食 

セイコーマート 
営業時間 平日8:00～20:30 ３号館１階 

喫食スペース 学生食堂 ３号館２階 

学業、生活、友人関係などの相談 学生相談室  ４号館１階 

ケガの応急措置、健康相談など 健康管理室 ４号館１階 

校舎内全域 無線LAN 環境(Wi-Fi) ラウンジなど 

就職活動・国家試験などの情報 キャリア支援室 ４号館２階 

自転車の駐輪場 駐輪場  ２号館玄関前 

学生車両(バイクを含む)の駐車場 学生駐車場 

(注)学内の施設・設備の利用は、原則、日曜、祝祭日を除く。 

 
２）施設の利用方法 

（１）学内施設の利用時間 

利用時間 備  考 

９：００～２０：００ 協定に基づく外部団体への貸出を除く 

（２）学生個人、団体などが、本学の施設（講義室、演習室、会議室、体育館、グラウンドなど）の借用を願い  

出る場合、その代表者は利用目的、期間（短期間・不定期）を問わず、事務局学務課に「施設・設備品使  

用願」を提出しなければならない。 

 

３）設備品の借用 

（１）学生個人、団体などが大学の設備品（実習用器具、什器備品など）の借用を希望する場合、その代表者      

者は、事務局学務課に「施設・設備品使用願」を提出しなければならない。 

（２）借用物品の貸出・返却は、原則として事務局学務課の立会い確認のもとで行う。なお、遠隔授業等で必要

な備品等がある場合は、総務課に申し出ること。 



（３）借用物品を紛失又は故意に破損してしまった場合、代表者はこれを弁償しなければならない。 

 

２．大学院学生研究費 

  本学では、大学院学生の研究支援として、一定の予算の範囲内で「大学院学生研究費」を配分し、修士論文

作成に必要な経費の支出を認めている。学会参加費や研究に必要な図書購入費等、細かく支給規

定が定められているので、主指導教員に確認すること。 

 

３．大学院学生研究室 

  １号館１階に大学院学生研究室を設置しています。自習室使用にあたっては、学生一人ひとりに、机、椅子、鍵

付きロッカー（データ保存用）、ロッカーを貸与する。 

  自習室の使用にあたっては、「大学院学生研究室の使用に関する取り決め」を遵守すること。 

 

４．サテライト・キャンパス 

  南３条西１丁目15 番地 吉田学園専門学校北海道福祉・保育大学校校舎7 階 

  平日夜の授業実施にあたり、サテライト・キャンパスを使用する場合がある。使用にあたっては、「大学院サテ 

ライト・キャンパス使用に関する取り決め」を遵守すること。   

５．奨学金 

１）日本学生支援機構奨学金【貸与】 

経済的理由により修学が困難な優れた学生に対し、日本学生支援機構（以下「機構」という。）から学資と 

して奨学金が貸与される制度である。機構の貸与型奨学金は貸与終了後に返還義務が生じるため、家庭の経 

済状況や自分の人生・生活設計に基づき、奨学金の貸与を受ける必要性や返還時の負担などを十分に考慮し、 

学資として必要とされる適切な金額を選択し申し込むようにすること。 
日本学生支援機構HP http://www.jasso.go.jp/

（１）奨学金の種別と月額 

種 類 利 息 給付・貸与の月額 

第１種 無利子 50,000 円又は 88,000 円 

第２種 有利子 
(年利３％以内) 50,000 円、80,000 円、100,000 円、130,000 円、150,000 円のいずれか 

※貸与型奨学金は、所得要件により第一種と第二種の併用、入学時特別増額貸与奨学金を合わせて申込むこともできる。 
※貸与型第二種は、申込時に①利率固定方式（貸与終了時に決定する利率を返還完了まで適用）、②利率見直し方式（返還期間 

中おおむね５年毎に見直される利率を適用）のうちから利率の算定方式を選択する。 
 

（２）募集及び申込方法 

   募  集：毎年 4 月以降に学務課より案内する。 

   申込方法：所定の期日までに、学務課へ必要書類を提出すること。 

（３）決定及び通知  

     日本学生支援機構では、大学からの推薦に基づき選考のうえ採否を決定するが、奨学生に採用された

場合は、日本学生支援機構から本学を経て、本人宛に「奨学生証」及び「奨学生のしおり」が交付さ

れる。なお、資金の関係で採用人員に限度があり、たとえ資格があっても採用されないことがある。

また、第一種奨学生の基準を満たしていない場合でも、第二種奨学生として適格である可能性もある

ため、希望者は学務課に相談すること。 

 



（４）奨学金の交付及び受領・適格認定 

奨学金は毎月 11 日以降（４月・5 月を除く）、あらかじめインターネット入力により届け出た銀行の 

普通預金口座に直接振り込まれる。また、奨学金の継続を希望する奨学生は、毎年「奨学金継続願」 

の提出（インターネット入力）が必要となる。 

（５）奨学金の返還 

     奨学金の貸与が終了（満期・退学・廃止等）すると、返還義務が生じる。貸与の終了した翌月から 7 

カ月目の月から 20 年以内に割賦の方法で返還しなければならない。返還割賦額及び返還回数は、返 

還総額に応じて決められている。返還金は奨学金の財源となるので、後輩のためにも確実に返還を履 

行すること。返還を怠ったときは延滞金が課せられる等、法的措置が講じられることがある。 

（６）返還が困難になった場合の猶予 

災害、傷病、経済困難、失業など返還できない事情が生じた場合、割賦金額の減額または返還期限の 

猶予を願い出ることができる。 

（７）奨学金の返還免除 

      ・  本人が死亡又は心身障害のため返還できなくなったときは、願出によって免除されることがある。 

・ 特に優れた業績による返還免除 

        大学院において第一種奨学金の貸与を受けた学生であって、在学中に特に優れた業績を挙げた者

として日本学生支援機構が認定した場合には、貸与期間終了時に奨学金の全部又は一部の返還が

免除される制度。詳細は、学務課に問い合わせること。 

 

２）民間企業・公共団体等の奨学制度【給付・貸与】 

民間企業、公共団体、財団法人などが、学力優秀で、経済的に修学が困難な学生に奨学金を貸与（給付） 

する制度がある。募集時期は年度の初めに集中しており、大学に募集通知のあるものは、随時、学務課から案

内する。また、各地方公共団体等では、出身学生のための奨学制度を設けているところもあるので、希望する

学生は、各都道府県、市町村に問い合わせるようにすること。 

 

６．健康管理 

１）定期健康診断について 

学校保健安全法に基づき、健康の保持増進を目的に毎年 4 月～6 月にかけて実施している。 

※勤務先で健康診断を受ける学生は、勤務先で受診した健康診断結果（写）を提出してもよい。 

２）感染症対策について 

  感染症から自分自身を守るとともに感染の原因となることを防ぐために、感染症予防対策を徹底すること。 

（１）感染症に罹患した場合の対応について 

学校保健安全法施行規則第 18 条に定められる感染症に罹患した場合は、第 19 条に示される期間出席 

停止となる。 

（２）感染症が疑われる場合や診断された場合は、速やかに学務課へ申し出ること。 

３）健康管理室 

充実した学生生活を送るためには、心身ともに健康な状態であることが大切である。健康管理室では、看

護師が常駐し、健康に関する健康相談および保健指導、ケガの応急手当、体調が優れないときの休養のほ

か、学校医の指導に基づき病院紹介等を行っている。心身の変調等について心配なことがある際は、健康

管理室に相談すること。 

 



 

健康管理室：電話 011-788-6837（直通） 【 4 号館 1 階 】 

平日 9 時～17 時 50 分  

 

４）学生相談室 

  学生相談室では、専門のカウンセラーが学生生活を送る上で生じる悩み等の相談に応じている。（メール相

談も可能。） 

 

学生相談室：gsoudan@sapporo-hokeniryou-u.ac.jp 【 4 号館1 階 】 

                         火：12 時～18 時 50 分、月・水・木・金：11 時～17 時 50 分 
              ※メール対応は、上記の開室時間帯で行う。 

 

７．学生保険制度

本学では、全学生を対象に不慮の事故に対する保険制度として「学生教育研究災害傷害保険（日本国際教育 

支援協会）」のほか、実習中の事故に備えて、「Will（日本看護学校協議会共済会）」に加入している。（保険加

入料は学生負担） 

詳細な補償内容はそれぞれの契約約款を、「Will」については、「フィールドワーク」実施の際に配布する要

項により確認すること。 

 

１）学生教育研究災害傷害保険の種類 

（１）学生教育研究災害傷害保険（学研災） 

大学の国内外における教育研究活動（通学、正課授業、学内行事、課外活動（ボランティア活動中）

など）における急激かつ偶然な外来の事故で、身体に傷害を被った場合に補償される保険である。 

区  分 正課・学校行事中 通学・移動中 学内施設にいる間・学校施
設外での課外活動中 

死亡保険金 2,000 万円 1,000 万円 

後遺障害保険金 
（後遺障害の程度に応じて） 

120 万円から 
3,000 万円 60 万円から 1,500 万円 

医
療
保
険
金 

治療日数１日～３日まで ３千円 支払われません 

治療日数４日～13 日まで、
その日数に応じて ６千円～15 千円 支払われません 

治療日数 14 日以上で、その
日数に応じて ３万円～30 万円 

入院加算金 入院1 日につき４千円（180 日限度） 

接触感染予防保険金 １事故につき15 千円（定額払） 

（2022 年４月１日「加入者のしおり」より抜粋） 
 

 

 

 

 

 



（２）学研災付帯賠償責任保険（医学生教育研究賠償責任保険） 

日本国内外において対象となる活動中（通学、正課授業、学校行事、課外活動（インターンシップ、

ボランティア活動の実施を目的とした組織として承認を受けた学内学生団体が行うインターンシッ

プ又はボランティア活動））又はその往復において、他人にケガを負わせた場合や、他人の財物を損

壊した際に生じる損害賠償責任を負担することによって被る損害を補償する保険である。 

 

区  分 支払限度額 

対人・対物賠償 対人賠償と対物賠償を合わせて１事故につき１億円 

（2022 年４月１日「加入者のしおり」より抜粋） 

２）事故発生時の対応 

学内において事故が発生した場合は、速やかに学務課に連絡すること。学外であれば引率教員又は責任

者に連絡のうえ、必要に応じて病院などで手当を受け、病院から受け取った領収証等の書類は保管してお

くこと。なお、必要に応じて、写真や修理証明等の証拠書類を準備し、保管すること。 

 

３）学研災保険の事故発生後の手続き 

事故が発生した場合は、下記のとおり事故通知を行った上で、速やかに学務課に申し出ること。 

 

・学生教育研究災害傷害保険（学研災）、 

事故が発生してから 30 日以内に、保険会社に事故通知を行うこと。 

事故通知は、「SkettBook」（https://lin.ee/0aFyPew）公式 LINE アカウントから提出すること。 

保険金の請求手続きは、保険会社から届いたメールの指示に従い行うこと。 

 

・学研災付帯賠償責任保険（医学生教育研究賠償責任保険） 
事故発生後、速やかに東京海上日動の学校保健コーナー（フリーダイヤル 0120-868-066）宛に

電話により事故通知を行うこと。 

        保険金請求手続きは、「保険金請求書」を学務課から受け取り、必要事項を記入のうえ提出する

こと。 
 

４）学研災保険金の給付 

「保険金請求書」等に基づき保険会社による確認がなされ、保険金が決定次第、指定口座への振り込みに

より給付される。 

 

８．ティーチング・アシスタント 

  大学が大学院に在籍する学生をティーチング・アシスタント（TA）として採用し、教員の指導のもとで授

業や研究の補助業務に従事してもらう制度である。TA は大学院生が将来教員になるためのトレーニング機会

の提供と、学部教育のきめ細かい学生指導の実現を図ることを目的としている。なお、TA は業績（職歴また

は指定がある場合にはその箇所）に記載することができる。 

  詳細は、「大学院ティーチング・アシスタント規程」（P122）を参照すること。 

 

 



Ⅳ．ハラスメントの防止と対策                               
 

本学では、学生、教職員一人ひとりが個人として尊重され、ハラスメントのない環境を維持していくために、

人権擁護委員会を設け、ハラスメント防止に努めている。 

１．ハラスメントとは・・・ 

ハラスメントとは、「嫌がらせ」「いじめ」を意味する。相手の意に反する不適切な言動によって、相手に 

屈辱や精神的苦痛を感じさせたり、不快な思いをさせたり、人権を侵害する行為である。 

 

 

２．ハラスメント相談窓口 

本学においてはハラスメント相談員を配置している。（年度当初に周知する）。相談員には守秘義務があり、

プライバシーは守られるので、学生が安心して相談できる体制を整備している。 

３．目安箱 

１号館１階ロビーおよび５号館３階ラウンジに「ハラスメント目安箱」を設置している。気になることがあ

れば気軽に利用すること。（書式の指定はなく記名でも無記名でも構わない。）人権擁護委員が週 2 回確認し

ている。 

 

 

 

 
 

 
 

 

  



Ⅵ．図書                                    

本学図書館は、教育・研究活動を支える中心的役割を担う機関として、多様な要求に応えられるよう資料の 

収集やサービスの向上に努めている。図書館は、学生のみなさんが有意義な学生生活を送る上での貴重な情報

源であり、自己学修の場である。蔵書、各種サービスを十分に活用すること。また、図書館を利用する上でわ

からないことがあれば、図書館職員に相談すること。 

 

１）開館時間と休館日

開館時間 休館日 

月曜日～金曜日   9：00～20：00 
・日曜日、祝日 

・国民の祝日に関する法律に定める日 

・春期休業、夏期休業、冬期休業期間中の一定期間 

・蔵書点検期間 

・その他 
土曜日      10：00～15：00 

      ※春期・夏期・冬期休業およびその他の期間において開館時間を変更することがある。 

  臨時休館、開館時間変更等は、図書館ホームページ、掲示板等にて周知する。 

 

２）利用時の留意事項 

（１）館内では必ず学生証を携帯すること。 

（２）貴重品は各自で管理すること。 

（３）館内での飲食は禁止。また、飲食物の持ち込みも禁止している。 

（４）館内では、携帯電話はマナーモードにすること。また、通話を禁止している。 

（５）プライバシー保護および著作権保護のため、館内での写真・動画の撮影を禁止している。スマートフ 

   ォン等による撮影時のシャッター音は、館内の静粛な環境の中では不快な音になる。スクリーンショ 

ットも控えること。 

（６）他の利用者の迷惑にならないよう静かに利用すること。 

（７）図書館の資料は大切に扱うこと。無断での持ち出しや書き込みはしないようにすること。 

（８）図書館の資料を館外に持ち出すときは、必ず貸出手続きをすること。貸出手続きをしていない場合は 

出口でブザーが鳴り、図書館職員が貸出手続きの有無を確認する。 

（９）その他、館内の掲示および図書館職員の指示に従うこと。 

 

３）貸出 

（１）貸出手続き 

学生証と借りたい資料を図書館カウンターまで持参し貸出手続きを受けること。学生証を忘れた場  

合には貸出を受けられないので注意すること。 

 

 

 

 

 



（２）貸出冊数と期間 

 貸出冊数 貸出期間 

図書（禁帯出資料を除く）・一般雑誌（最新号を除く） 無制限 30 日 

  学術雑誌（最新号を除く）・製本雑誌 10 冊 8 日間 

視聴覚資料 貸出不可（館内視聴のみ） 

＊参考図書等の禁帯出資料は、一夜貸し（返却期限：翌開館日）できるので図書館職員に申し出るこ

と。＜受付：月-金曜日 9：00～17：30＞ 

 

（３）貸出期間の延⾧（延⾧貸出） 

・ 貸出期間内かつ予約が入っていない場合に限り、１度だけ貸出期間を延⾧することができる。 

・ 貸出期間内に延⾧を希望する資料と学生証をカウンターに持参するか、図書館ホームページ「利

用状況照会」から手続きをすること。 

・ 貸出中の図書館資料のなかに延滞しているものがある場合、全ての貸出資料の延⾧ができないの

で注意すること。 

４）返却 

（１）貸出を受けた図書館の資料は、貸出期間内に返却すること。 

（２）開館中はカウンターに返却し、閉館時はブックポストに返却すること。 

（３）貸出資料の返却期限は、図書館ホームページ「利用状況照会」から確認することができる。 

（４）貸出資料を延滞した場合は、掲示等にて督促を行う。また、⾧期延滞者には督促状を発行する。 

 

５）閲覧 

（１）館内の図書、雑誌、新聞等の資料は自由に閲覧することができる。 

（２）利用後は必ずもとの場所に戻すこと。 

（３）戻す場所がわからなくなったときはカウンターまで持参すること。 

 

６）貸出予約 

（１）利用したい資料が貸出中の場合、予約することができる。 

（２）「図書貸出予約申込書」に必要事項を記入しカウンターで申し込むか、OPAC（蔵書検索）から申

し込むようにすること。予約資料が返却され次第、連絡する。 

（３）予約図書の取り置き期間は３日間である。 

 

７）資料等の弁償 

（１）図書や館内機器等を紛失、汚損、損傷したときは申し出ること。 

（２）場合によっては同一のもの、または代価により弁償を求めることがある。 

 

８）複写 

図書館のコピー機は、館内資料の複写専用である。また、複写できる部数や範囲は著作権法で定められてい

る。ルール（著作権法）を守ってコピーすること。 

≪著作権法第 31 条 図書館等における複製≫ 

（１）営利を目的としないコピーであること 

（２）図書館が所蔵している資料であること 



（３）調査研究の目的に限ること 

（４）１人につき１部とすること 

（５）コピーできる範囲は、著作物の一部（＝全体の半分以下）とすること 

（６）雑誌の最新号に掲載された論文や記事のコピーは不可 

 

９）レファレンスサービス ＜受付：月-金曜日 9：00-17：30＞ 

図書館の利用方法、資料の探し方・調べ方、文献検索方法、電子ジャーナルの利用など、わからないこと 

があるときには気軽に図書館職員に相談すること。 

 

10）図書館間相互利用 ＜受付：月-金曜日 9：00-17：30＞ 

（１）学外への複写・図書取り寄せ依頼  

本学で所蔵していない資料は、学外の図書館にコピーや図書の借用を依頼することができる。「文献

複写申込書」に必要事項を記入の上、カウンターで申し込むこと。なお、複写料金・郵送料などは自

己負担となる。 

（２）直接訪問 

・ 北海道地区大学図書館協議会相互利用サービスに加盟している図書館（道内 38 大学 46 館）は、

本学の学生証を提示することで利用することができる。 

・ 同サービス加盟館以外の図書館を利用する際には、紹介状を発行する。詳しくは、カウンターま

で問い合わせること。 

 

11）文献検索データベース・電子ジャーナル・電子書籍 

館内設置のパソコンや学内ネットワークに接続されたパソコンを利用して、各種データベースや電子ジャー 

ナル、電子書籍にアクセスすることができる。 

 

12）施設・設備の利用 

（１）グループ閲覧室の利用 ＜受付：月-金曜日 9：00～17：30／利用時間：9：15～閉館 15 分前＞ 

３名以上のグループで AV 資料の視聴や、話しながら学習できるスペースである。利用をご希望の

方は「グループ閲覧室利用申込書」に必要事項を記入の上、カウンターで申し込むこと。 

（２）パソコンの利用 

・ 検索および AV 資料視聴専用パソコン（６台） 

館内には蔵書検索や文献検索データベースを利用できるパソコンが６台ある。６台のうち３台は、 

AV 資料の閲覧が可能である。視聴したい資料と学生証をカウンターに提出し利用手続きを行うこ 

と。 

・ 持ち込みパソコンの利用 

各自のノートパソコンを館内に持ち込んで使用することができる。インターネットへの接続は、 

学内ネットワーク（無線 LAN）にアクセスして利用すること。学内ネットワークに接続した場合 

は、学内限定コンテンツの利用も可能である。 

・ タブレット PC の利用（５台） 

＜受付：月-金曜日 9：00～17：30／利用時間：9：15～閉館 15 分前＞ 

           館内およびグループ閲覧室で利用できるタブレットＰＣの貸出を行っている。利用をご希望の方は 

「学生用タブレット PC 貸出申込書」に必要事項を記入の上、カウンターで申し込むこと。 



Ⅶ．情報処理                                 
 

1．情報処理室 

本学には、教育・研究用コンピュータ施設として情報処理室が設置されている。入学時に全員がユーザーと

して登録され利用することができる。 

また、授業などを行っていない時間帯は情報処理室を開放しているので、利用上の注意事項を守って活用 

すること。 

 

１）利用資格 

（１）在学生及び本学園の教職員 

（２）その他、事前の申し込みに基づき許可された者 

 

２）利用登録 

利用者にはユーザーＩＤ、パスワードを付与する。各自、管理には十分に留意すること。 

 

３）利用時間 

利用時間 休室日 

月曜日～金曜日 ８：30 ～ 20：00 ・日曜日、祝日及び年末年始の休業期間 

・春期、夏期、冬期休業中の一定期間 

・その他 土曜日 10：00 ～ 15：00 

※上記の時間を超えて利用を希望する場合は、「学生施設利用延⾧願」を記載し、4 号館 1 階受付（警備

員）に提出すること。 

※「学生施設利用延⾧願」を提出した場合でも最大利用時間は月曜日～金曜日は 22：00 まで、土曜日は

21：00 までとする。 

※利用時間を変更することがあるので、詳細は掲示板などにて確認すること。 

※土曜日については、使用者名簿に学籍番号・入退出時間などを記載すること。 

４）利用上の注意事項 

（１）利用の手続き 

学生個人に付与されているユーザーＩＤを用いて、次の利用者の心得に留意し、禁止事項を遵守のう 

え利用すること。 

（２）利用者の心得 

① 機器の操作は丁寧に行うこと。 

② 室内には、学習に必要な物以外は持ち込まないようにすること。 

③ 携帯電話での通話、大きな声での会話など、他の人の迷惑となるような行為は慎むこと。 

④ 各自が持ち込むパソコン周辺機器は、万全な安全対策（ウィルス対策など）を講じたうえで利用す

ること。 

⑤ データの保存は、指定されたネットワーク内のフォルダに保存するか、各自で用意した USB メモ

リに保存すること。指定された場所（方法）以外の保存データは、ログオフと同時に消去される。 

（３）室内での禁止事項 

下記の事項に違反した者は、情報処理室の利用を制限することがある。 



① 不正アクセス 

② パソコンへのソフトのインストール 

③ 他の人に迷惑となるような大量データのダウンロード 

④ 他人の ID／アカウントの不正利用 

⑤ 学業にふさわしくないサイト等の閲覧 

⑥ 室内機器の移動 

⑦ 室内機器の設定変更 

⑧ 室内での飲食 

⑨ 公序良俗に反する行為 

 

５）利用に関する問い合わせ 

コンピュータ機器の利用に関する質問や機器のトラブルなどについては、事務局まで問い合わせること。 

 

2．無線ＬＡＮアクセスポイント 

無線ＬＡＮのアクセスポイントが設置され、校舎内をほぼカバーしている。在学中はアクセス権を付与する

ので、個人所有のパソコン等を２台まで同時に接続し利用することが可能である。 

 



Ⅶ．学生生活関係規程                                    

１．札幌保健医療大学学生規程 

（目的） 

第１条 この規程は、札幌保健医療大学（以下「本学」という。）の学生が遵守すべき事項を定めることを目的

とする。  

（規則の遵守）  

第２条 学生は、札幌保健医療大学学則（以下、「学則」という。）及び札幌保健医療大学大学院学則（以下、「大

学院学則」という。）並びに諸規程・規則を守らなければならず、学内の秩序を乱してはならない。 

（入学誓約書及び学生調査書）  

第３条 新たに本学学生となる者は、別に定める期日までに、「入学誓約書」及び「学生調査書」を学務課に提

出しなければならない。  

（学生証）  

第４条 学生は、常に学生証を携帯し、本学教職員からの請求があったときは、いつでも提示しなければならな

い。  

２ 学生は、学生証を他人に貸与し又は譲渡してはならない。  

３ 学生証を紛失、汚損又は破損したときは、速やかに「学生証再交付願」を学務課に提出し、再交付を受けな

ければならない。  

４ 学生証は、卒業、修了、転学、退学、除籍等により学生の身分を失ったとき又はその有効期間を満了したと

きは、直ちに学務課に返納しなければならない。 

（変更の届出） 

第５条 学生は、在学中に「入学誓約書」及び「学生調査書」記載の学生本人の氏名現住所、電話番号（携帯電

話番号を含む。）などに変更が生じた場合、速やかに「学生身上変更届」に必要事 項を記入のうえ、学務課

に提出しなければならない。 

２ 学生は、在学中に「入学誓約書」記載の保証人の氏名、現住所、電話番号などに変更が生じた場合、速やか

に「保証人身上変更届」に必要事項を記入のうえ、学務課に提出しなければならない。 

（欠席）  

第６条 学生は、疾病その他の理由により１週間以上欠席しようとするときは、「⾧期欠席届」に事由を証明す

る書類を添え、学務課に提出しなければならない。  

（休学及び復学）  

第７条 学則第 33 条又は大学院学則第 21 条の規定により、休学の許可を受けようとする者は、保証人連署の

うえ「休学願」を学務課に提出し、学部⾧又は研究科⾧の許可を得なければならない。  

２ 復学を希望する場合は、保証人連署のうえ「復学願」を学務課に提出し、学部⾧又は研究科⾧の許可を得な

ければならない。 

（退学）  

第８条 学則第 37 条又は大学院学則第 23 条の規定により、退学しようとする者は、保証人連署のうえ「退学

願」を学務課に提出し、学⾧の許可を得なければならない。  

（除籍及び復籍） 

第９条 学則第 38 条又は大学院学則第 24 条の規定に該当する者は、学⾧が除籍する。 

２ 学則第 38 条第１号又は大学院学則第 24 条第１号に規定する者の除籍の取扱いは、札幌保健医療大学授業

料取扱規程によるものとする。  



３ 前項において、除籍された者が復籍を希望する場合は、滞納授業料の納付及び保証人連署のうえ「復籍願」

を学務課に提出し、学⾧の許可を得なければならない。ただし、除籍日から１年を過ぎても滞納となっている

授業料の納入がない場合は、以降の復籍は認めない。 

４ 前項において、大学院学生の復籍は認めない。 

  （健康診断） 

第 10 条 学生は、毎年定期又は臨時に本学が実施する健康診断を受けなければならない。  

２ 学生は、前項の健康診断の結果に基づき、本学が行う保健指導上の指示に従わなければならない。 

（団体の結成等）  

第 11 条 学生が学内において、クラブ等の団体（以下「団体」という。）を結成しようとするときは、その代

表者は原則として学生５名以上を定め「団体結成願」に「登録名簿」を添付のうえ、学友会に提出し学生部⾧

の承認を受けなければならない。  

２ 前項の団体結成に当たっては、本学専任教員のうちから顧問を定めなければならない。  

３ 団体の代表者は活動計画を定め、「月別活動予定表」を学友会に提出しなければならない。また、その活動

結果を「月別活動報告表」にて、学友会に提出しなければならない。 

４ 団体の代表者は、その団体構成員に変更（加入・脱退）が生じた場合は、その都度「登録名簿」を学友会に

提出しなければならない。 

（団体の解散） 

第 12 条 団体の代表者は、団体を解散しようとするときは、速やかに「団体解散届」を学友会に提出し、学生

部⾧の承認を受けなければならない。  

２ 学生部⾧は、団体が次の各号の一に該当するときは、当該団体の解散を命ずることができる。  

（１）本学の教育研究活動を妨げた時  

（２）学則又は大学院学則その他諸規程等に違反した時 

（３）団体活動中の事故発生等により、団体の運営が円滑に行われなくなった時  

（４）団体の構成員が不祥事に関係し、当該不祥事が団体活動と密接な関係があった時  

（５）団体活動が⾧期にわたって行われなかった時 

（学外団体への加入）  

第 13 条 学外団体に加入しようとする団体は、「学外団体加入願」を学友会に提出し、学生部⾧ 

の承認を受けなければならない。 

２ 学外団体を脱退しようとするときは、「学外団体脱退届」を学友会に提出し、学生部⾧の承 認を受けなけれ

ばならない。  

（集会及び募金活動等）  

第 14 条 学生個人又は団体が、学内において集会、行事、募金活動、販売行為、署名活動、そ の他これに類

する行為（以下「集会等」という。）を行おうとする場合は、事前に「集会等開催願」を学務課に提出し、学

生部⾧の承認を受けなければならない。 

（集会等の解散） 

第 15 条 学生部⾧は、集会等が本学の目的及び使命に著しく反すると認められるときは、当該 

集会等の解散を命ずることができる。 

（学内掲示）  

第 16 条 学生個人又は団体が、学内において文書、立看板等（以下「掲示物」という。）を掲示しようとする

ときは、事前に「学生用掲示板等使用願」に当該掲示物を添えて学務課に提出し学生部⾧の承認を受けなけれ

ばならない。ただし、次の各号に該当する掲示物は禁止する。  



（１）特定の個人、団体等を誹謗又はその名誉を傷つけるもの。  

（２）虚偽の事項を記載したもの。  

（３）その他、内容、形状、大きさ等が品位を欠くもの。  

（掲示物の撤去）  

第 17 条 前条の掲示物の掲示期間は、原則として１週間以内とする。また、学生個人又は団体代表者は掲示期間

が満了したときは、速やかに当該掲示物を撤去しなければならない。  

２ 学務課は、掲示物が次の各号の一に該当するときは、これを撤去することができる。  

（１）掲示期間を経過したもの。  

（２）許可を受けた内容と相違するもの。  

（３）承認印がないもの。  

（４）指定した場所・方法以外で掲示したもの。  

（５）その他、不適当と認めたもの。  

（印刷物の発行又は配布）  

第 18 条 学生個人又は団体が、学内において印刷物等を発行又は配布しようとするときは、事前に「印刷物等発

行・配布願」を学務課に提出し、学生部⾧の承認を受けなければならない。 

２ 前項の当該印刷物は、本学の名誉を傷つける内容及び他人に迷惑がかかる内容であってはなら 

ない。  

（施設・設備品の借用）  

第 19 条 学生個人又は団体が、本学の施設・設備品を使用するときは、事前に「施設・設備品使用願」を学務課

に提出し、学生部⾧の承認を受けなければならない。  

（改廃） 

第 20 条 この規程の改廃は、教授会を経て学⾧が行う。 

 

附  則  

この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。 

附  則  

この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附  則  

この規程は、平成 29 年４月１日から施行する 

附  則  

この規程は、平成 30 年４月１日から施行する。 

附 則  

この規程は、2023 年４月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



附 則 

この規程は、2023 年４月１日から施行する。 
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